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国
際
会
計

リ
ー
ス
基
準
で
の
地
役
権
の
取
扱

い
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｕ
、公
表
─
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ

法
　
　
務

有
報
の
開
示
合
理
化・非
財
務
充
実

を
図
る
改
正
開
示
府
令
、公
表
─
金
融
庁

去
る
１
月
26
日
、
内
閣
府
令
３
号

「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る
内

閣
府
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令
」が
公
布
さ
れ
た
。

こ
れ
は
主
に
、
２
０
１
６
年
４
月

に
公
表
さ
れ
た
金
融
審
議
会「
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
」報
告
の
提
言
を
受
け
、
有

価
証
券
報
告
書（
有
報
）等
の
記
載
事

項
に
つ
い
て
、
見
直
し
が
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

開
示
内
容
の
共
通
化
・
合
理
化

⑴　
有
報
・
事
業
報
告
に
お
け
る
記

載
の
共
通
化

有
報
等
の「
大
株
主
の
状
況
」に
お

け
る
株
式
所
有
割
合
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
発
行
済
株
式
に
つ
い
て
、
議
決

権
に
着
目
し
て
い
る
事
業
報
告
と
同
様

に
自
己
株
式
を
控
除
す
る
こ
と
と
し
、

両
者
の
記
載
内
容
を
共
通
化
し
た
。

⑵　
新
株
予
約
権
等
の
記
載
の
合
理
化

「
新
株
予
約
権
等
の
状
況
」、「
ラ
イ

ツ
プ
ラ
ン
の
内
容
」お
よ
び「
ス
ト
ッ

ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
の
内
容
」の
項

目
を「
新
株
予
約
権
等
の
状
況
」に
統

合
し
た
う
え
で
、
現
行
様
式
の
表
を

撤
廃
し
、
企
業
の
判
断
に
よ
り
過
去

発
行
分
の
一
覧
表
形
式
で
の
記
載
を

可
能
と
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
財
務
諸
表
注
記（
日

本
基
準
の
場
合
）で
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
、
当
該
記
載
を
参
照
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、「
新
株
予
約
権
等
の
状

況
」に
つ
い
て
は
、
事
業
年
度
末
お
よ

び
有
報
提
出
日
の
前
月
末
現
在
の
記

載
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
事
業
年

度
末
の
情
報
か
ら
の
変
更
が
な
け
れ

ば
、
後
者
に
つ
い
て
は
変
更
な
い
旨
の

記
載
の
み
で
よ
い
こ
と
と
し
た
。

⑶　
株
主
総
会
日
程
の
柔
軟
化
の
た

め
の
開
示
の
見
直
し

有
報
に
お
け
る「
大
株
主
の
状
況
」

等
の
記
載
時
点
を
、
事
業
年
度
末
か

ら
、
提
出
会
社
の
株
主
総
会
ま
た
は

種
類
株
主
総
会
に
お
け
る「
議
決
権

行
使
の
基
準
日
」に
変
更
し
た
。

非
財
務
情
報
の
開
示
充
実

「
業
績
等
の
概
要
」お
よ
び「
生
産
、

受
注
及
び
販
売
の
状
況
」を「
経
営
者

に
よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分

析
」に
統
合
し
た
う
え
で
、
記
載
内

容
の
整
理
を
行
っ
た
。

ま
た
、
経
営
成
績
等
の
状
況
の
分

析
・
検
討
の
記
載
を
充
実
さ
せ
る
観

点
か
ら
、
次
の
２
点
の
記
載
を
求
め

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

①　
事
業
全
体
お
よ
び
セ
グ
メ
ン
ト

別
の
経
営
成
績
等
に
重
要
な
影
響

を
与
え
た
要
因
に
つ
い
て
経
営
者

の
視
点
に
よ
る
認
識
お
よ
び
分
析

②　
経
営
者
が
経
営
方
針
・
経
営
戦

略
等
の
中
長
期
的
な
目
標
に
照
ら

し
て
経
営
成
績
等
を
ど
の
よ
う
に

分
析
・
評
価
し
て
い
る
か

適
用
時
期

本
内
閣
府
令
は
公
布
の
日（
１
月

26
日
）か
ら
施
行
さ
れ
、
有
報
等
の

記
載
内
容
に
係
る
改
正
後
の
規
定

は
、
２
０
１
８
年
３
月
31
日
以
降
に

終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
有
報
等

か
ら
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
あ
わ
せ

て
、
企
業
内
容
等
開
示
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
も
改
正
さ
れ
て
い
る
。

＊　

な
お
、
昨
年
12
月
28
日
付
け
で
公

表
さ
れ
て
い
る「
事
業
報
告
等
と
有

価
証
券
報
告
書
の
一
体
的
開
示
の
た

め
の
取
組
に
つ
い
て
」（
内
閣
官
房
、

金
融
庁
、
法
務
省
、
経
済
産
業
省
）

に
よ
る
と
、
記
載
の
共
通
化
に
関
す

る
企
業
か
ら
の
指
摘
事
項
に
対
応
す

る
た
め
、
２
０
１
８
年
３
月
中
を
目

途
に「
法
令
解
釈
」を
公
表
す
る
と
し

て
い
る
項
目
が
あ
る
。
同
取
組
み
に

つ
い
て
は
、
弊
誌
２
０
１
８
年
２
月

１
日
号（
№
１
５
０
２
）情
報
フ
ラ
ッ

シ
ュ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

去
る
１
月
25
日
、
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は

会
計
基
準
ア
ッ
プ
デ
ー
ト（
Ａ
Ｓ
Ｕ

２
０
１
８
―
01「
リ
ー
ス（
ト
ピ
ッ
ク

842
）
―
地
役
権
に
つ
い
て
の
ト
ピ
ッ

ク
842
の
移
行
措
置
と
し
て
の
実
務
的

な
簡
便
法
」）を
公
表
し
た
。

Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、
２
０
１
６
年
２
月

に
、
新
し
い
リ
ー
ス
の
基
準
書
で
あ

る
Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
６
―
02「
リ
ー
ス

（
ト
ピ
ッ
ク
842
）」を
公
表
し
た
が
、

関
係
者
か
ら
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
他
の
企
業
の
土
地
を
使
用
、
ア
ク

セ
ス
、
ま
た
は
横
切
る
権
利
を
示
す

「
地
役
権（land easem

ent

）」の
ト

ピ
ッ
ク
842
で
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

質
問
を
受
け
て
い
た
。

Ａ
Ｓ
Ｕ
の
内
容

こ
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
は
、
実
務
で
の
地
役

権
の
会
計
処
理
の
多
様
性（
リ
ー
ス
、

無
形
固
定
資
産
、
有
形
固
定
資
産
な

ど
）が
存
在
し
て
お
り
、
地
役
権
に

関
連
す
る
契
約
が
リ
ー
ス
で
あ
る

か
、
ま
た
は
リ
ー
ス
を
含
ん
で
い
る

か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
ト

ピ
ッ
ク
842
の
も
と
で
の
評
価
が
要
求

さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
一
方
、

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
、
地
役
権

に
つ
い
て
ト
ピ
ッ
ク
842
の
移
行
措
置

と
し
て
の
実
務
的
な
簡
便
法
を
企
業

が
選
択
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

こ
の
実
務
的
な
簡
便
法
で
は
、
企

業
は
、
ト
ピ
ッ
ク
842
の
適
用
日
前
に

存
在
し
て
い
る
、ま
た
は
消
滅
し
た
、

以
前
に
リ
ー
ス
と
し
て
評
価
さ
れ
な

か
っ
た
地
役
権
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
リ
ー
ス
以
外
の
地
役
権
の
会
計
方

針
を
適
用
し
、
ト
ピ
ッ
ク
842
を
適
用

し
な
い
。

実
務
的
な
簡
便
法
を
選
択
し
た
企

業
は
、
新
し
い
ま
た
は
変
更
さ
れ
た

地
役
権
に
つ
い
て
ト
ピ
ッ
ク
842
を
将

来
に
向
か
っ
て
適
用
し
、
関
連
す
る

契
約
を
リ
ー
ス
と
し
て
会
計
処
理
す

る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

適
用
関
係
等

Ａ
Ｓ
Ｕ
２
０
１
６
―
02「
リ
ー

ス（
ト
ピ
ッ
ク
842
）」と
同
じ
く
、

２
０
１
８
年
12
月
16
日
以
降
開
始
年

度
か
ら
適
用
さ
れ
る
が
、
Ａ
Ｓ
Ｕ

２
０
１
６
―
02
を
早
期
適
用
す
る
場

合
に
は
、
こ
の
Ａ
Ｓ
Ｕ
も
早
期
適
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

監 

　
　
査

Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記
載
以
外
の
監
査
報
告

書
の
記
載
等
の
見
直
し
等
、議
論

─
企
業
会
計
審
議
会
監
査
部
会

去
る
１
月
26
日
、
企
業
会
計
審
議

会
は
第
41
回
監
査
部
会（
部
会
長
：

伊
豫
田
隆
俊
・
甲
南
大
学
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
教
授
）を
開
催
し
た
。
前
回
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フラッシュ

投資のハナシ表裏

思い込み

ジ
ャ
ー
や
ト
レ
ー
ダ
ー
は
、
今
年
の

ト
ー
タ
ル
リ
タ
ー
ン
は
何
％
（
利
益

額
÷
運
用
資
産
額
）だ
と
自
慢
す
る

が
、
勝
率
の
話
を
す
る
こ
と
は
ま
っ

た
く
な
い
。
金
融
商
品
の
売
買
経
験

者
な
ら
、
誰
で
も
体
験
し
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
１
勝
９
敗
で
大
儲
け
す
る

こ
と
も
あ
る
し
、
９
勝
１
敗
で
大
損

す
る
こ
と
も
あ
る
。
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
や
運
用
で
勝
率
の
話
を
持
ち
出

す
人
は
未
経
験
者
だ
か
ら
、
そ
ん
な

人
の
話
を
信
用
し
て
は
い
け
な
い
。

株
式
を
買
う
中
央
銀
行
は

日
本
銀
行
だ
け
だ

日
本
銀
行
は
、
以
前
、
銀
行
の
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
圧
縮
を
手
助
け
す
る

た
め
、
保
有
株
の
買
取
り
を
行
っ
て

い
た
。
最
近
で
は
、
金
融
緩
和
の
手

段
と
し
て
、
日
本
株
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
型

Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
買
っ
て
い
る
。
前
例
の
な
い

金
融
緩
和
策
を
採
っ
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
Ｅ
Ｃ

Ｂ
は
株
式
の
購
入
ま
で
は
実
行
し
な

か
っ
た
。
株
を
買
う
中
央
銀
行
は
日

銀
だ
け
な
の
か
？　

実
は
、
ス
イ
ス
国

立
銀
行
も
大
量
に
買
っ
て
い
る
。
し

か
も
Ｅ
Ｔ
Ｆ
と
い
う
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
買

い
で
は
な
く
、Facebook

やA
pple

と
い
う
個
別
株
式
を
買
っ
て
い
る
ら
し

い
。
な
ぜ
買
う
の
か
？　

ス
イ
ス
国

立
銀
行
は
為
替
介
入
で
得
た
大
量
の

外
貨
準
備
金
の
運
用
先
で
困
っ
て
い
る

の
だ
。
外
国
債
券
で
運
用
し
て
い
た

が
、
金
利
上
昇
リ
ス
ク
を
考
え
て
、

外
国
株
で
の
運
用
も
選
択
肢
に
加
え

た
の
で
あ
る
。

パ
ン
ダ
は
お
と
な
し
い
動
物
だ

パ
ン
ダ
は
竹
だ
け
を
食
べ
る
お
と

な
し
い
動
物
か
？　

実
は
、
パ
ン
ダ

は
ク
マ
科
の
動
物
で
雑
食
動
物
で
あ

る
。
雑
食
だ
か
ら
、
動
物
の
肉
も
食

べ
る
。
２
０
１
３
年
に
中
国
で
野
生

の
パ
ン
ダ
が
仔
羊
を
襲
っ
て
食
べ
て

い
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
想
像
だ
が
、
上
野
動
物
園
で
パ

ン
ダ
が
ウ
サ
ギ
を
パ
ク
パ
ク
食
べ
て

い
る
姿
を
子
ど
も
が
み
た
と
し
た

ら
、
刺
激
的
す
ぎ
る
…
…
そ
れ
は
勝

手
な
思
い
込
み
な
の
だ
。「
シ
ン
シ
ン

も
ち
ゃ
ん
と
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
を
か
わ

い
が
っ
た
り
、
し
つ
け
た
り
す
る
の

よ
」と
母
親
が
教
え
て
も
、
今
の
子

ど
も
は
、「
か
わ
い
が
る
っ
て
い
う
の

は
、
鉄
ア
レ
イ
や
竹
刀
で
殴
る
こ
と

だ
よ
。
し
つ
け
る
っ
て
い
う
の
は
、

９
針
縫
う
ほ
ど
カ
ラ
オ
ケ
の
リ
モ
コ

ン
で
殴
る
こ
と
だ
よ
」と
い
う
か
も

し
れ
な
い
。
Ｒ
15
＋
指
定（
15
歳
未

満
鑑
賞
禁
止
）程
度
の
シ
ー
ン
に
は

慣
れ
て
い
る
の
だ
。

（
三
田　

哉
）

当
然
の
こ
と
と
思
い
込
ん
で
い
た

こ
と
が
、
実
は
間
違
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
そ
う
い
っ
た

話
を
紹
介
し
よ
う
。

債
券
型
投
資
信
託
は
元
本
が

確
保
さ
れ
て
い
る

元
本
が
確
保
さ
れ
て
い
る
債
券
に

投
資
す
る
債
券
型
の
投
資
信
託
は
、

元
本
が
確
保
さ
れ
て
い
る（
こ
ん
な

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
し
て
い
る
セ
ー

ル
ス
マ
ン
が
い
る
ら
し
い
）
…
…
と

い
う
の
は
間
違
い
だ
。
実
際
の
運
用

で
は
、
債
券
を
満
期
ま
で
保
有
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
保
有
債
券
の
残
存

期
間
は
時
間
経
過
と
と
も
に
短
く
な

り
、
金
利
リ
ス
ク
が
減
っ
て
い
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
常
時
、
銘
柄
入
替
え
を

行
っ
て
金
利
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
償
還
前

に
債
券
を
売
却
す
る
こ
と
は
珍
し
く

な
く
、
債
券
型
投
信
の
元
本
は
確
保

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

勝
率
が
50
％
を
超
え
る

ト
レ
ー
ダ
ー
は
稼
い
で
い
る

「
人
工
知
能
に
株
価
予
測
を
さ
せ

た
ら
的
中
率
が
50
％
以
上
に
な
っ

た
。
な
ら
ば
、
人
工
知
能
に
運
用
さ

せ
れ
ば
儲
か
る
は
ず
だ
」と
い
う
話

を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

他
に
も
、
ネ
ッ
ト
上
で「
勝
率
90
％

の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
手
法
」と
い
う

怪
し
げ
な
宣
伝
も
み
か
け
る
。
し
か

し“
勝
率
”は
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
や

資
産
運
用
の
世
界
で
話
題
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー

（
２
０
１
８
年
１
月
10
日
・
20
日
合

併
号（
№
１
５
０
１
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）

に
引
き
続
き
、「
監
査
報
告
書
の
透
明

化
」に
つい
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記
載
以
外
の
監
査
報
告

書
の
記
載
等
の
見
直
し

国
際
監
査
基
準
で
は
、
監
査
報
告

書
の
記
載
内
容
の
明
瞭
化
や
充
実
を

図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
Ｋ
Ａ

Ｍ
の
記
載
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な

監
査
報
告
書
の
記
載
等
の
改
訂
が
行

わ
れ
て
い
る
。

●
監
査
報
告
書
の
記
載
順
序
の
変
更

等（
Ｉ
Ｓ
Ａ
700
）

・
監
査
意
見
を
冒
頭
に
記
載（
従
来
は

後
半
部
分
に
記
載
）

・
経
営
者
の
責
任
に
関
す
る
記
載
に

統
治
責
任
者
の
責
任
に
関
す
る
記

載
を
追
加

・
監
査
人
の
責
任
に
関
す
る
記
載
に

独
立
性
そ
の
他
の
職
業
倫
理
に
関

す
る
事
項
の
遵
守
に
つ
い
て
の
記

載
を
追
加

●
継
続
企
業
の
前
提
に
関
す
る
事
項

（
Ｉ
Ｓ
Ａ
570
、Ｉ
Ｓ
Ａ
700
）

・
継
続
企
業
の
前
提
に
重
要
な
不
確

実
性
が
あ
る
場
合
、独
立
し
た
区
分

を
設
け
て
記
載（
従
来
は
追
記
情
報

に
お
け
る
強
調
事
項
の
１
つ
と
し

て
記
載
）

・
監
査
報
告
書
に
継
続
企
業
の
前
提

の
評
価
・
開
示
に
つ
い
て
の
経
営

者
の
責
任
に
関
す
る
記
載
お
よ
び

監
査
人
の
対
応
に
関
す
る
記
載
を

追
加

・
継
続
企
業
の
前
提
に
つ
い
て
の
重

要
な
疑
義
が
あ
る
場
合
の
企
業
の

開
示
の
適
切
性
に
つ
い
て
の
検
討

を
監
査
人
に
要
求

●
そ
の
他
の
記
載
内
容（
Ｉ
Ｓ
Ａ
720
）

・
企
業
の
財
務
諸
表
お
よ
び
そ
れ
に

対
す
る
監
査
報
告
書
以
外
の
財
務

情
報
・
非
財
務
情
報
に
関
し
、経
営

者
・
統
治
責
任
者
の
責
任
や
重
要

な
虚
偽
記
載
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
、独
立
し
た
区
分
を
設
け
て
常

に
記
載（
従
来
は
重
要
な
相
違
が
あ

る
場
合
の
み
追
記
情
報
と
し
て
記

載
）

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
動
向
を
踏

ま
え
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記
載
以
外
の
監
査

報
告
書
の
記
載
等
の
見
直
し
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
き
、

事
務
局
よ
り
意
見
が
求
め
ら
れ
た
。

一
部
の
委
員
か
ら
は
、
特
に
そ
の

他
の
記
載
内
容
の
改
訂
に
対
応
し
た

監
査
報
告
書
の
記
載
の
見
直
し
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
新
た
に
監
査
手

続
が
追
加
さ
れ
る
の
か（
追
加
さ
れ

る
と
負
担
）」、「
ボ
イ
ラ
ー
プ
レ
ー
ト

化
し
た
開
示
に
な
る
」な
ど
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
声
が
聞
か
れ
た
。し
か
し
、

多
く
の
委
員
か
ら
は
、「
定
性
的
情
報

は
グ
ロ
ー
バ
ル
で
需
要
が
あ
る
」等
、

同
改
訂
に
対
応
し
た
見
直
し
に
賛
成

の
意
見
が
上
が
っ
た
。

適
用
範
囲
・
対
象
～
会
社
法
に
基

づ
く
監
査

法
務
省
民
事
局
参
事
官
の
竹
林
俊
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会
　
　
計

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス

供
与
に
は
リ
ー
ス
基
準
を
適
用

可
？
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、収
益
認
識
専
門
委

会
　
　
計

使
用
価
値
の
計
算
に
お
け
る
税

引
前
の
イ
ン
プ
ッ
ト
、使
用
し
な

い
方
向
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専
門
委

憲
氏
よ
り
、
Ｋ
Ａ
Ｍ
の
記
載
に
関
連

し
た
会
社
計
算
規
則
の
見
直
し
の
方

向
性（
Ｋ
Ａ
Ｍ
に
関
す
る
規
定
は
設

け
な
い
、
も
し
く
は
最
小
限
の
見
直

し
で
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
）

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

委
員
の
間
で
は
、
前
回
ま
で
の
議

論
と
同
様
、「
金
商
法
監
査
と
会
社
法

監
査
の
双
方
の
対
象
と
す
べ
き
」、

「
金
商
法
監
査
の
み
の
対
象
と
す
べ

き
」、「
ま
ず
は
金
商
法
監
査
で
段
階

的
に
会
社
法
監
査
の
対
象
と
す
べ

き
」な
ど
、
意
見
が
分
か
れ
た
。
ま

た
、
こ
の
う
ち
段
階
的
適
用
に
つ
い

て
は
、「
制
度
を
複
雑
に
す
る
」、「（
段

階
的
適
用
だ
と
し
て
も
）い
つ
適
用

に
な
る
の
か
は
同
時
期
に
決
定
し
て

ほ
し
い
」等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

去
る
１
月
26
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
90
回
収
益
認
識
専
門
委

員
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
前
回（
２
０
１
８
年
２

月
１
日
号（
№
１
５
０
２
）情
報
フ

ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）検
討
さ
れ
た
個
別

テ
ー
マ
や
文
案
・
コ
メ
ン
ト
対
応
案

に
加
え
、
無
形
資
産
の
リ
ー
ス
に
関

す
る
適
用
範
囲
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
た
。

主
な
議
論
の
内
容
は
次
の
と
お

り
。無

形
資
産
の
リ
ー
ス
取
引

ラ
イ
セ
ン
ス
の
供
与
と
リ
ー
ス
会

計
基
準
の
無
形
資
産
の
リ
ー
ス
と
の

関
係
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

コ
メ
ン
ト
に
対
し
、
事
務
局
は
、
ラ

イ
セ
ン
ス
供
与
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に

つ
い
て
は
リ
ー
ス
会
計
基
準
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
明
記
す
る

と
の
提
案
を
行
っ
た
。

専
門
委
員
か
ら
の
、「
収
益
認
識
会

計
基
準
は
、
リ
ー
ス
会
計
基
準
で
適

用
さ
れ
る
も
の
は
範
囲
外
で
あ
っ
た

は
ず
で
、
リ
ー
ス
と
収
益
認
識
の
２

つ
の
基
準
で
選
択
で
き
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
に
対
し
、

事
務
局
は
、「
リ
ー
ス
の
定
義
は
広

く
、
そ
の
境
目
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と

な
り
、
両
者
に
当
て
は
ま
る
も
の
が

で
き
て
し
ま
う
の
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
つ
い
て
は
明
記
す
る
」と
回
答

し
た
。

代
替
的
な
取
扱
い

前
回
検
討
さ
れ
た
代
替
的
な
取
扱

い
に
関
し
て
、
事
務
局
か
ら
、
電
気

事
業
お
よ
び
ガ
ス
事
業
に
お
け
る
検

針
日
基
準
、
な
ら
び
に
ラ
イ
セ
ン
ス

の
供
与（
売
上
高
ま
た
は
使
用
量
に

基
づ
く
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
）に
つ
い
て

は
、
検
討
を
継
続
し
、
割
賦
基
準
、

消
費
税
等
の
税
込
処
理
、
自
社
ポ
イ

ン
ト
の
会
計
処
理
、
商
品
券
等
の
会

計
処
理
に
つ
い
て
は
特
段
の
定
め
を

設
け
な
い
と
の
提
案
が
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
対
応
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経

緯
を
結
論
の
背
景
に
記
載
す
る
の

か
」と
い
う
質
問
が
あ
り
、
事
務
局

か
ら
は「
ど
の
部
分
に
入
れ
る
か
を

含
め
、
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
記

載
す
る
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

設
例
の
追
加
・
修
正

前
回
検
討
さ
れ
た
設
例
の
追
加
・

修
正
項
目
に
関
し
て
、
事
務
局
か

ら
、
有
償
支
給
取
引
に
つ
い
て
は
検

討
を
継
続
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は

設
例
を
追
加
し
な
い
旨
の
提
案
が
さ

れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、
有
償
支
給
取

引
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
事
務
局
か
ら
は「
時

間
軸
は
示
せ
な
い
が
、
実
務
へ
の
影

響
は
大
き
い
の
で
、
最
適
な
形
を
目

指
す
」と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

可
能
性
の
閾
値
の
表
現

契
約
の
識
別
に
お
い
て
、
対
価
を

回
収
す
る「
可
能
性
が
高
い
」と
い
う

表
現
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
や
米
国

基
準
の
表
現
を
も
と
に
修
正
が
行
わ

れ
た
が
、
前
回
の
意
見
を
踏
ま
え
、

回
収
可
能
性
に
関
す
る
閾
値
の
表
現

を「
過
半
で
あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
」と
す
る
事
務
局
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
過
半
で
あ
る

こ
と
を
回
収
可
能
性
の
入
口
と
し
て

い
い
の
か
、
実
務
的
判
断
尺
度
と
し

て
緩
い
よ
う
に
感
じ
る
」と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
た
。

重
要
性
の
記
載

代
替
的
な
取
扱
い
の
重
要
性
が
乏

し
い
場
合
に
適
用
し
な
い
旨
の
記
載

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
追
加
す
る

文
案
が
示
さ
れ
た
。

・
会
計
基
準
94
―
１
項　
な
お
、
他
の

会
計
基
準
と
同
様
に
、重
要
性
が
乏

し
い
取
引
に
は
、本
会
計
基
準
の
定

め
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

・
適
用
指
針
144
項　

な
お
、
当
該
代

替
的
な
取
扱
い
を
適
用
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、個
々
の
項
目
の
要
件
に

照
ら
し
て
適
用
の
可
否
を
判
定
す

る
こ
と
に
な
る
が
、企
業
の
過
度
の

負
担
を
避
け
る
た
め
に
、金
額
的
な

影
響
を
集
計
し
て
重
要
性
の
有
無

を
判
定
す
る
要
件
は
設
け
て
い
な

い
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
作
成
者
に

と
っ
て
リ
ス
ク
が
軽
減
で
き
た
」な

ど
賛
意
が
示
さ
れ
た
。

去
る
１
月
26
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
64
回
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｆ
対
応
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

ボ
ー
ド
会
議
に
お
い
て
、
減
損
テ
ス

ト
の
堅
牢
性
を
損
な
う
こ
と
な
く
使

用
価
値（
以
下
、「
Ｖ
Ｉ
Ｕ
」と
い
う
）

の
計
算
を
簡
素
化
す
る
方
法
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
た
。

今
回
は
、
そ
れ
に
係
る
論
点
に
つ

い
て
の
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
の
分
析

と
提
案
が
説
明
さ
れ
た
。

使
用
価
値
に
ど
の
よ
う
な
税
金
の

属
性
を
反
映
さ
せ
る
べ
き
か

Ｖ
Ｉ
Ｕ
の
計
算
に
お
い
て
税
引
前

の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
要
求
事
項
は
、
一

時
差
異
の
将
来
の
税
効
果
の
二
重
計

算
の
問
題
を
招
い
て
お
り
、
Ｉ
Ａ
Ｓ

36
号
か
ら
削
除
す
る
こ
と
が
関
係
者

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
要
請
を
踏
ま
え
て
、
次

の
①
～
③
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら

れ
る
こ
と
を
示
し
た
。

①　
税
引
前
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
使
用

す
る
と
い
う
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
の
現
在

の
要
求
事
項
を
維
持
す
る
。

②　
Ｖ
Ｉ
Ｕ
を
計
算
す
る
際
に
税
引

前
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と

い
う
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
の
明
示
的
な
要

求
事
項
を
削
除
す
る
。

③　
税
引
前
の
イ
ン
プ
ッ
ト
を
使
用

す
る
と
い
う
Ｉ
Ａ
Ｓ
36
号
の
明
示
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会
　
　
計

金
融
商
品
基
準
を
国
際
的
に
整

合
性
あ
る
も
の
に
す
る
取
組
み
、

検
討
開
始
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、金
融
商
品
専
門
委

的
な
要
求
事
項
を
削
除
す
る
こ
と

に
加
え
、Ｖ
Ｉ
Ｕ
に
ど
の
よ
う
な
税

金
の
属
性
を
反
映
す
べ
き
か
を
特

定
す
る
。

こ
の
う
ち
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ボ
ー
ド
は

②
を
暫
定
決
定
し
、
そ
の
代
わ
り
と

し
て
企
業
は
次
の
⒜
、
⒝
が
要
求
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

⒜　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
お
よ
び

割
引
率
に
関
し
て
、内
部
的
に
整
合

し
た
仮
定
を
使
用
す
る
こ
と

⒝　
実
際
に
使
用
さ
れ
た
割
引
率
を

開
示
す
る
こ
と

　将
来
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

お
よ
び
拡
張
か
ら
生
じ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー

将
来
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

お
よ
び
拡
張
か
ら
生
じ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
Ｖ
Ｉ
Ｕ
の
計
算

か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
制
約
に
よ
っ
て
、
経
営
者
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
イ
ン
・
フ
ロ
ー
お
よ

び
ア
ウ
ト
・
フ
ロ
ー
を
予
算
や
予
測

か
ら
除
く
調
整
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
コ
ス
ト
や
複
雑
性
が
生
じ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
制

約
を
削
除
す
る
こ
と
が
関
係
者
か
ら

求
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
要
請
に
対
し
て
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
ス

タ
ッ
フ
は
、
将
来
の
リ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
お
よ
び
拡
張
か
ら
生
じ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
除
外
す

る
こ
と
は
、
Ｖ
Ｉ
Ｕ
の
概
念
の
大
き

な
変
更
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
次
に

挙
げ
る
①
～
④
の
理
由
に
よ
り
Ｉ
Ａ

Ｓ
36
号
の
不
整
合
を
排
除
す
る
こ
と

に
な
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

①　

公
正
価
値
の
場
合
と
同
様
に
、

Ｖ
Ｉ
Ｕ
に
お
い
て
も
既
存
の
資
産

の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
ま
た

は
拡
張
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
既
存

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
生
じ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
反
映
す

る
。

②　
Ｖ
Ｉ
Ｕ
と
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ｄ
の
計
算

去
る
２
月
２
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
３
回
金
融
商
品
専

門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

次
の
日
本
基
準
を
国
際
的
に
整
合

性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
取
組

み
に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
た
。

・
金
融
商
品

・
公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
お
よ
び
開
示

金
融
商
品

第
３
７
７
回
企
業
会
計
基
準
委
員

会（
２
０
１
８
年
２
月
10
日
号（
№

１
５
０
３
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）

で
審
議
さ
れ
た
、
金
融
商
品
に
関
す

る
会
計
基
準
を
国
際
的
に
整
合
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
取
組
み
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
今
後
の
進
め
方

と
し
て
、
次
の
点
に
つ
い
て
意
見
募

集
を
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

⑴　
仮
に
開
発
に
着
手
す
る
場
合
、そ

の
対
象
と
し
て
、「
分
類
お
よ
び
測

定
」、「
減
損
」、「
ヘ
ッ
ジ
会
計
」の
３

つ
の
分
野
と
す
る
か
、「
減
損
」の
み

と
す
る
か
に
つ
い
て
、国
際
的
に
整

合
性
を
図
る
意
義
と
関
連
づ
け
て
、

意
見
を
照
会
す
る
こ
と
が
考
え
ら

動
向
は
注
視
す
る
が
、
国
際
的
な
整

合
性
を
重
視
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
進

め
て
い
き
た
い
」と
回
答
し
た
。

ま
た
、「
意
見
募
集
で
⑴
の
よ
う
に

減
損
か
３
つ
の
分
野
か
選
択
す
る
の

で
は
な
く
、
減
損
の
な
か
に
分
類
お

よ
び
測
定
の
分
野
が
関
わ
っ
て
く
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
フ
ラ
ッ
ト
に
聞
い

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」と

い
う
意
見
が
複
数
聞
か
れ
た
。

意
見
募
集
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
た
め
、

親
委
員
会
で
そ
の
方
向
性
が
承
認
さ

れ
た
後
、
具
体
的
な
進
め
方
の
検
討

に
入
る
予
定
。

公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
お
よ
び
開
示

公
正
価
値
測
定
に
関
す
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
お
よ
び
開
示
に
関
す
る
日
本

基
準
を
国
際
的
に
整
合
性
の
あ
る

も
の
と
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
、
前

回（
２
０
１
７
年
12
月
10
日
号（
№

１
４
９
８
）情
報
フ
ラ
ッ
シ
ュ
参
照
）

の
検
討
事
項
を
踏
ま
え
、
財
務
諸
表

作
成
者
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の

結
果
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、
議
論
さ

れ
た
。

金
融
機
関（
銀
行
、
証
券
会
社
、

保
険
会
社
）20
社
超
が
、
時
価
の
定

義
お
よ
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
変
更
、
レ

ベ
ル
別
開
示
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
採
用

の
影
響
等
に
つ
い
て
回
答
し
た
。

次
回
は
財
務
諸
表
利
用
者
に
対
す

る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
結
果
を
紹
介
す

る
予
定
。

に
同
一
の
会
計
単
位
を
採
用
す
る
。

③　
資
産
の
測
定
に
関
連
し
な
い
負

債
の
認
識
基
準
を
Ｖ
Ｉ
Ｕ
の
算
定

に
適
用
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
。

④　
正
当
化
で
き
な
い
ほ
ど
に
楽
観

的
な
仮
定
を
避
け
る
た
め
に
、
一

部
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
除

外
す
る
規
則
を
適
用
し
な
い
。一
方

で
、基
礎
と
な
る
概
念
と
整
合
し
な

い
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
は
回
避

す
る
。こ
の
問
題
は
監
査
人
ま
た
は

規
制
当
局
に
よ
っ
て
対
処
さ
れ
る

こ
と
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。

れ
る
。 

⑵　
仮
に
国
際
的
に
整
合
性
を
図
る

場
合
、ま
ず
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
が
そ
の
対
象

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
融

商
品
会
計
に
つ
い
て
は
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ 

と
米
国
会
計
基
準
が
異
な
る
点
も

多
く
み
ら
れ
る
た
め
、両
者
の
異
同

お
よ
び
想
定
さ
れ
る
適
用
上
の
課

題
に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え
で
、意

見
を
照
会
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

⑶　
特
に「
減
損
」に
つ
い
て
は
、将
来

予
測
的
な（forw

ard-looking

）

情
報
の
反
映
を
全
面
的
に
求
め
て

い
る
こ
と
は
、Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
お
よ
び
米

国
会
計
基
準
で
同
様
で
あ
り
、こ
の

点
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
る
必
要

性
は
相
対
的
に
高
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
が
、具
体
的
な
手
法
に
つ
い

て
は
、国
際
的
な
会
計
基
準
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
幅
広
く
整
理
し
、
意

見
を
照
会
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。な
お
、
意
見
募
集
文
書
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、金
融
検
査
・
監
督

の
考
え
方
と
進
め
方
の
動
向
も
注

視
す
る
。

専
門
委
員
か
ら
は
、「
２
０
１
９
年

４
月
以
降
に
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
金
融

機
関
も
金
融
庁
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

等
が
行
わ
れ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
の
意
見

募
集
と
同
時
期
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
調
整
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
」と
い
う
意
見
に
、
事
務
局
は「
な

か
な
か
調
整
し
に
く
い
。
金
融
庁
の
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2018年
1月31日

平成29年度改正　外国子会社合
算税制に関するQ&A 国税庁

平成29年度改正のうち、特定外国関係会社の判定、対象外国関係会社
の判定における経済活動基準、部分対象外国関係会社の部分合算課税
の対象範囲の３点についての疑問点等をQ&A形式でまとめたもの。
http://www.nta.go.jp/shiraberu/zeiho-kaishaku/joho-zeikaishaku/
hojin/180111/index.htm

―

2018年
1月31日

「連結財務諸表の用語、様式及び作
成方法に関する規則に規定する金
融庁長官が定める企業会計の基準
を指定する件」の一部改正（案）

金融庁

IASBが2017年12月31日までに公表したIFRS9号「金融商品」、IAS28
号「関連会社及び共同支配企業に対する投資」などを指定国際会計基準
とする等を行うもの。適用は公布日から予定しており、コメント期限は
2018年3月1日まで。
http://www.fsa.go.jp/news/29/sonota/20180131.html

―

金
　
　
融

米
長
期
金
利
急
上
昇
の
背
景

証
　
　
券

米
長
期
金
利
の
動
向
と
株
価

ア
メ
リ
カ
の
長
期
金
利
が
急
上
昇

し
て
い
る
。
10
年
債
利
回
り
は
、
２

月
に
入
っ
て
２
・
７
％
を
超
え
る
水

準
で
、
こ
の
ま
ま
上
昇
が
続
け
ば

３
％
台
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
金

利
上
昇
の
要
因
と
し
て
は
、
経
済
の

強
い
指
標
が
続
く
状
況
下
で
、
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
声
明
文
に
お
い
て
景
気
や
物
価

の
判
断
を
上
方
修
正
し
た
た
め
、
米

Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
利
上
げ
ペ
ー
ス
が
早

ま
る
の
で
は
と
い
う
思
惑
が
あ
る
こ

と
も
１
つ
に
あ
る
。

た
だ
こ
れ
は
徐
々
に
織
り
込
ま
れ

て
き
た
材
料
で
、
金
利
上
昇
の
速
い

動
き
を
説
明
す
る
に
は
不
十
分
だ
。

む
し
ろ
、
現
政
権
の
経
済
政
策
に
よ

る
財
政
赤
字
の
拡
張
を
市
場
が
予
見

し
、
相
場
に
急
速
に
織
り
込
み
つ
つ

あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

振
り
返
る
と
長
期
金
利
は
、
10
年

債
利
回
り
で
み
る
と
、
一
昨
年
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
当
選
が
決
ま
る
直

前
に
は
一
時
１
・
３
％
台
ま
で
低
下

し
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
候
補
の
公
約
だ
っ
た
減

税
と
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
い
う
財
政
赤

字
拡
大
政
策
を
受
け
て
、
当
選
直
後

に
は
２
・５
％
に
ま
で
急
上
昇
し
た
。

そ
の
後
、
人
事
政
策
等
で
政
権
の
基

盤
が
固
ま
ら
な
い
状
況
下
で
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
経
済
政
策
の
実
現
可
能

性
に
対
す
る
懸
念
が
広
ま
り
、
長
期

金
利
も
昨
年
９
月
に
は
２
％
を
割
り

込
む
寸
前
ま
で
低
下
し
た
。

し
か
し
、
年
明
け
１
月
に
行
わ
れ

た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
一
般
教
書
演

説
で
、
１
・
５
兆
ド
ル
の
イ
ン
フ
ラ

投
資
法
を
議
会
に
求
め
る
と
い
う
財

政
拡
張
主
義
に
徹
し
た
内
容
に
言
及

し
た
よ
う
に
、
今
後
は
財
政
赤
字
拡

張
の
懸
念
が
強
く
な
る
見
込
み
だ
。

こ
う
し
た
政
策
の
も
と
、
景
気
が

拡
大
す
れ
ば
金
利
上
昇
に
拍
車
が
か

か
り
、10
年
債
利
回
り
が
上
昇
す
る
。

さ
ら
に
赤
字
財
政
の
拡
大
は
、
そ
れ

自
体
金
利
上
昇
要
因
だ
。　

今
後
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
金
融
緩
和

の
出
口
戦
略
の
１
つ
と
し
て
保
有
資

産
の
売
却
に
焦
点
が
当
た
る
な
か
、

財
政
赤
字
拡
大
は
米
国
債
の
供
給
過

剰
で
需
給
が
緩
む
こ
と
に
つ
な
が

り
、
国
債
の
相
場
下
落
、
利
回
り
上

昇
を
も
た
ら
す
。
こ
う
し
た
要
因
が

重
な
り
、
金
利
上
昇
傾
向
は
目
先
の

動
き
と
い
う
よ
り
中
長
期
的
な
ト
レ

ン
ド
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

米
長
期
金
利
の
上
昇
は
世
界
同
時

株
高
に
水
を
差
す
、
株
価
調
整
の
機

会
を
提
供
し
た
。
１
月
下
旬
、
主
要

国
で
株
価
下
落
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ

た
の
は
イ
ン
ド
だ
け
だ
。

米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
景
気
回
復
に
合
わ

せ
、
量
的
金
融
緩
和
の
終
焉
、
政
策

金
利
の
段
階
的
引
上
げ
を
宣
言
し
て

か
ら
丸
２
年
が
過
ぎ
た
が
、
利
上
げ

ペ
ー
ス
は
極
め
て
ゆ
っ
く
り
し
て
お

り
、
上
げ
幅
も
過
去
の
利
上
げ
期
に

比
べ
る
と
、極
め
て
小
幅
に
止
ま
る
。

そ
の
理
由
は
景
気
上
昇
、
物
価
上

昇
が
緩
や
か
で（
失
業
率
低
下
は
急

速
）、
利
上
げ
を
急
ぐ
状
況
な
の
か

ど
う
か
判
断
に
苦
し
む
こ
と
が
多

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
政
策
金
利

（
短
期
金
利
）を
引
き
上
げ
て
も
長
期

金
利
は
上
が
ら
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
自
身
が

「
謎
」と
呼
ん
だ
ほ
ど
だ
。

し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
長
期
金

利（
国
債
利
回
り
）は
次
第
に
上
昇

し
、
１
月
中
旬
に
は
２
０
１
７
年

の
上
限
で
あ
っ
た
２
・
６
％
を
超
え
、

長
短
金
利
の
関
係
も
正
常
化
し
て
き

た
。長
期
金
利
が
３
％
を
超
え
る
と
、

住
宅
需
要
、
自
動
車
需
要
に
影
響
が

出
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
長
期
金
利
が

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
株
価
に
影
響
が

出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
世
界
市
場

の
リ
ー
ダ
ー
、
米
株
式
市
場
が
調
整

の
気
配
を
示
す
と
、
他
国
の
株
式
市

場
も
そ
れ
に
追
随
す
る
。

問
題
は
今
後
、
金
利
が
ど
う
動
く

か
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
ど
ん
な
か
じ
取
り
を

す
る
か
で
あ
る
。

２
月
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
交
代
す
る

が
、
新
任
の
パ
ウ
エ
ル
氏
も
イ
エ
レ

ン
氏
同
様
、政
策
ハ
ト
派
と
さ
れ
る
。

米
利
上
げ
は
景
気
過
熱
、
イ
ン
フ

レ
加
速
を
未
然
に
封
じ
込
め
、
経
済

を
安
定
成
長
ラ
イ
ン
に
乗
せ
る
た
め

だ
。
今
年
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
３
度
の
利
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
前
提
は
景
気
や
イ
ン
フ
レ
が
見

通
し
と
ぶ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
前

提
に
沿
っ
た
動
き
で
あ
れ
ば
、
ハ
ト

派
の
新
議
長
が
う
ま
く
裁
き
、
景
気

拡
大
、
株
価
上
昇
の
長
期
化
の
可
能

性
が
強
ま
ろ
う
。

１
月
の
長
期
金
利
上
昇
の
背
景
に

は
、
消
費
者
物
価
上
昇
率
が
昨
年
11

月
の
前
年
同
月
比
１
・
７
％
か
ら
12

月
は
同
１
・
８
％
へ
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
が
あ
る
。
今
後
の
利
上
げ
政
策

は
こ
の
消
費
者
物
価
の
動
向
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
。

消
費
者
物
価
は
賃
金
や
原
材
料
価

格
の
動
向
と
関
係
が
深
い
が
、
こ
れ

ら
の
動
き
か
ら
す
る
と
、
消
費
者
物

価
が
月
を
追
う
ご
と
に
上
昇
し
て
い

く
こ
と
は
予
想
し
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
想
定
外

の
利
上
げ
を
す
る
必
要
も
な
い
。
こ

の
株
価
調
整
は
株
価
上
昇
の
終
わ
り

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ス

ピ
ー
ド
調
整
、
金
融
当
局
の
意
向
・

姿
勢
を
打
診
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。


